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治療する診療科 
血液がん＝血液内科 
乳がん＝乳腺外科 

小児がん＝小児科・小児外科 

その他のがん 

良性疾患＝膠原病内科ほか 

妊孕性温存を提供する 
診療科 
産婦人科 
泌尿器科 妊孕性を希望する患者 

症例別の個々の対応 

外来対応・病室訪問・電話相談 
妊孕性（温存）についてのカウンセリング 

患者・家族 

医療側 
妊孕性温存の可否についてカンファレンス（主治医間） 
妊孕性温存とがん治療 
治療後のフォローアップ 
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長崎大学病院がん生殖医療・妊孕性温存協議会 

外科（乳腺外科）  （代表：教授・科長；実務担当） 
　　　　　　　　　（代表：教授・科長；実務担当） 
血液内科       （代表：教授・科長；実務担当） 
小児科        （代表：教授・科長；実務担当） 
外科（小児外科）  （代表：教授・科長；実務担当） 
膠原病内科      （代表：教授・科長；実務担当） 
放射線科       （代表：教授・科長；実務担当） 
がん診療センター  （代表：センター長；実務担当） 
 
産婦人科       （代表：教授・科長；実務担当） 
泌尿器科       （代表：教授・科長；実務担当） 

看護師：がん診療認定看護師，生殖医療認定看護師 
臨床心理士・カウンセラー 
保健師・ソーシャルワーカー，放射線技師・検査技師 



Informed choiceの実践 

安全性と有効性の担保 
ネットワーク　＝　双方向の情報共有 

コーディネーション 
集約・統一化 

患者側 診療側 
集約化⇔分散⇔偏在 
不足⇔充足 
治療方針の相違 
認識不足 

時間的制約 
地理的制約 
経済的制約 
知識不足 



長崎大学病院リプロダクションセンター	
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長崎大学病院がん生殖医療・妊孕性温存協議会	


長崎大学病院	


長崎大学病院がん診療センター	


長崎障害者支援再生医療研究会	


地域がん診療拠点病院	


その他の県内がん診療施設	


一般病院・診療所	


診療科横断的研究会	


「がん」以外も含む	


診療科・職種横断的臨床部門	


統合的「がん」治療	


（将来的）	


産婦人科	
  
泌尿器科	


を含む	
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地理的条件 

行政圏 

社会経済圏 

患者/医療リソースの偏在と不一致 



窓口としての機能の充実：でんわ・FAX・ネットetc 
カウンセリング・トリアージ・紹介 

他県（とくに福岡県）のがん生殖ネットワークとの情報共有 

啓発活動：とくに一般 

継続性・安全性・有効性の担保 
臨床研究 

人材育成 
医師以外の専門メディカルスタッフ 

今後の長崎でのがん生殖医療の均てん化にあたって 



西九州・がん生殖医療・妊孕性温存ネットワーク 

近隣大学とのコラボ 

がん生殖医療・妊孕性温存ネットワークながさき 

人材の確保 

将来的には 

行政 

長崎大学病院でのがん生殖医療・妊孕性温存 


